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道路事業 事後評価

東北中央自動車道 福島～米沢

東北中央自動車道 米沢～米沢北

令和５年２月２０日
国土交通省 東北地方整備局

よ ね ざ わ

資 料 ６－３

要点審議事業

令和４年度 第３回 事業評価監視委員会 資料

よ ね ざ わ き た

ふ く し ま よ ね ざ わ



福島～米沢
28.0km

ふ く し ま よねざわ

福島大笹生ＩＣ～米沢八幡原IC

H29開通 26.6km

ふ く し ま お お ざ そ う よ ね ざ わ は ち ま ん ぱ ら

福島ＪＣＴ～福島大笹生ＩＣ

H28開通 1.4km

ふ く し ま ふ く し ま お お ざ そ う

米沢～米沢北
H29開通 9.0km

よねざわ よねざわきた

福島JCT
ふくしま

福島大笹生IC
ふ く し ま お お ざ そ う

米沢八幡原IC
よねざわはちまんぱら

米沢中央IC
よねざわちゅうおう

米沢北IC
よ ね ざ わ き た

福島県福島市
ふ く し ま け ん ふ く し ま し

山形県米沢市
や ま が た け ん よ ね ざ わ し

E13

13

13

399

121

至 郡山

至 仙台

E4

福島県庁

４

米沢市役所

福島市役所

T’15=20,104（台/日）

T’15=8,917（台/日）

T’15=11,367（台/日）

T’15=9,412（台/日）

T’15=8,196（台/日）

T’15=8,318（台/日）

T’15=13,492（台/日）

T’15=17,268（台/日）

起終点 ：自：福島県福島市笹谷字上畑

至：山形県米沢市万世町桑山
延 長 ：２８．０ｋｍ
幅 員 ：１２．０ｍ
道路規格 ：第１種第２級
設計速度 ：１００ｋｍ／ｈ
都市計画決定：平成１２年度（変更）
事業化 ：平成１０年度
用地着手 ：平成１３年度
工事着手 ：平成１６年度
開通年度 ：平成２９年度（Ｈ２９．１１．４）

○事業目的

１．事業の目的と概要（１）

・東北中央自動車道の一部を構成する事業
・現道の渋滞緩和・事故減少
・災害時における道路ネットワークの信頼性向上
・高次救急医療の支援
・観光振興の支援・交流人口の拡大
・新規企業立地・雇用創出による地域経済の活性化
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東北中央自動車道 福島～米沢北 平面図

さ さ や か み は たふ く し ま

ば ん せ い ち ょ う く わ や まよ ね ざ わ

起終点 ：自：山形県米沢市万世町

至：山形県米沢市窪田町
延 長 ：９．０ｋｍ
幅 員 ：１３．５ｍ
道路規格 ：第１種第２級
設計速度 ：１００ｋｍ／ｈ
都市計画決定：平成 ７年度
事業化 ：平成１５年度
用地着手 ：平成１９年度
工事着手 ：平成２０年度
開通年度 ：平成２９年度（Ｈ２９．１１．４）

ば ん せ い ち ょ うよ ね ざ わ

く ぼ た ま ちよ ね ざ わ

標準横断図（幅員）

3.53.5 1.5

13.5（完成）

[単位：m]

2.5 2.58.5
3.53.5

12.0

[単位：m]

2.5 2.57.0

標準横断図（幅員）

〇計画概要 福島～米沢 〇計画概要 米沢～米沢北

凡例
： 開通済
： 事業中
： 未事業化

その他道路凡例
道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

： ４車線
： ２車線

車線数

その他凡例
： 市役所
： 役場
： H27センサス交通量
： 主要渋滞箇所

位置図

事業完了後５年以内

青森県

秋田県

岩手県

宮城県
山形県

福島県

東北中央自動車道
（福島～米沢）
（米沢～米沢北）

と う ほ く ち ゅ う お う じ ど う し ゃ ど う

ふくしま よねざわ

よねざわ よねざわきた



東北中央自動車道（福島～米沢）

延長２８．０㎞

と う ほ くち ゅ うお う じど う し ゃ ど う ふ く し ま よねざわ

米沢八幡原IC
よねざわはちまんぱら

米沢中央IC
よねざわちゅうおう

米沢北IC
よねざわきた

福島大笹生IC
ふ く し ま お お ざ そ う

福島JCT
ふくしま

福島西IC
ふくし まにし

伊達

中央IC

だ て

ちゅうおう

伊達

桑折IC

だ て

こ お り

福島飯坂IC
ふくしまいいざか

桑折JCT
こ お り

国見IC
くにみ

至

相
馬

東北中央自動車道（米沢～米沢北）

延長９．０㎞

と う ほ くち ゅ うお う じど う し ゃ ど う よねざわ よねざわきた

福島大笹生ＩＣ～米沢八幡原IC

平成29年11月4日開通

ふ く し ま お お ざ そ う よ ね ざ わ は ち ま ん ぱ ら

福島ＪＣＴ～福島大笹生ＩＣ

平成28年9月11日開通

ふ く し ま ふ く し ま お お ざ そ う

米沢八幡原IC～米沢北IC

平成29年11月4日開通

よ ね ざ わ は ち ま ん ぱ ら よ ね ざ わ き た

至

仙
台

至 郡山

福島市役所

福島県庁

米沢市役所

13

13

13

４

４

399

399

115

114

13

287

121

山形県米沢市
や ま が た け ん よ ね ざ わ し

福島県福島市
ふ く し ま け ん ふ く し ま し

E13

E13

E4

E13

【写真③】

【写真②】

【写真①】

【写真④】

１．事業の目的と概要（２）整備状況

凡例

： 開通済
： 事業中
： 未事業化

その他道路凡例
道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

： ４車線
： ２車線

車線数

③米沢～米沢北開通区間

至 山形市
②福島～米沢開通区間

R4.10.19（水）撮影

至 福島市

至 福島市

至 山形市

R4.10.25（火）撮影

事業完了後５年以内

①起点側（福島大笹生IC）

至 山形市

至 福島市 R4.10.27（木）撮影

R4.10.28（金）撮影

至 福島市

至 山形市

④終点側（米沢北IC）

2



１．事業の目的と概要（３）開通記事

3

山形新聞（H29.11.5付）

記事１ 福島JCT～福島大笹生IC開通時の新聞記事 記事２ 福島大笹生IC～米沢北IC開通時の新聞記事

福島民友（H28.9.13付）

事業完了後５年以内



H29.11

凡 例
： 開通済
： 事業中
： 前回評価時からの

変更箇所
その他道路凡例

道
路
種
別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

： ４車線
： ２車線

車
線
数

横手IC

横手JCT

十文字IC

湯沢IC
三関IC

須川IC
雄勝こまちIC

(仮)下院内IC
(仮)上院内IC

及位IC

中田IC
(仮)金山北IC

(仮)金山IC
(仮)金山南IC
新庄真室川IC

新庄鮭川IC
新庄IC
舟形IC
川原子IC

尾花沢北IC
野黒沢IC
尾花沢IC

大石田村山IC

村山本飯田IC
村山名取IC
村山IC

東根北IC

東根IC

天童IC

山形JCT
山形中央IC

山形上山IC

かみのやま温泉IC

南陽高畠IC

米沢北IC
米沢中央IC

米沢八幡原IC
桑
折
Ｊ
Ｃ
Ｔ

伊
達
桑
折
Ｉ
Ｃ

伊
達
中
央
Ｉ
Ｃ
霊
山
Ｉ
Ｃ

霊
山
飯
舘
Ｉ
Ｃ

相
馬
玉
野
Ｉ
Ｃ

相
馬
山
上
Ｉ
Ｃ

相馬IC

福島～米沢 L=28.0km
米沢～米沢北 L=9.0km

米沢南陽道路 L=8.8km

山形上山～東根 L=27.1km

湯沢横手道路 L=29.0km

横堀道路 L=3.7km
院内道路 L=3.0km

真室川雄勝道路 L=7.2km

主寝坂道路 L=9.9km

金山道路 L=3.5km
新庄金山道路 L=5.8km

泉田道路 L=8.2km
新庄北道路 L=4.7km

尾花沢新庄道路 L=18.2km

東根～尾花沢 L=23.0km

南陽高畠～山形上山 L=24.4km

相馬西道路 L=6.0km
阿武隈東道路 L=10.7km

阿武隈東～阿武隈 L=5.0km
霊山道路 L=12.0km

霊山～福島 L=12.2km

至 秋田市

７
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112

47

344

107

E46

E13

E7

107

342

108

347

48

457

458

287

121

113

113

399

349

E13

E4

E6

E13

E4

山 形 県

秋 田 県

至 八戸市

至 いわき市

E48

E45

E4

４
６

47

４
45

４

45346

284

398

108

397

397

343

283

396

34013

108

宮 城 県

岩 手 県

福
島
大
笹
生
Ｉ
Ｃ

東
北
中
央
自
動
車
道
（
相
馬
～
横
手
）

そ
う
ま

よ
こ
て

と
う
ほ
く
ち
ゅ
う
お
う
じ
ど
う
し
ゃ
ど
う

福
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ

R1.12
H29.3
H30.3

R3.4

H28.9

H29.11
H9.11
H31.4
H14.9
H31.3
R4.10

H30.4
H26.11
H18.11
H11.11

H23.3
R4.11

R7年度開通予定
事業中

R3.12

H20.3
H17.11

事業中

H28.11
R7年度開通予定

H19.8
H18.8
H16.7

H9.6
H6.11

E7

E46

E45

345

E48

457

福 島 県

２．前回評価時からの周辺環境等の変化

4

令和4年11月迄に東北中央自動車道（相馬IC～桑折JCT、南陽高畠IC～山形上山IC、東根IC～野黒沢IC、泉田道路、院内道路）が開通。
平成27年度に新庄金山道路、横堀道路、平成29年度に真室川雄勝道路、平成30年度に金山道路が新規事業化。

開通年月

(仮)天童南SIC

(仮)山形PASIC

(仮)高畠SIC

事業完了後５年以内

H30.3

R2.8

４

H3.7

周辺ネットワーク
状況の変化

周辺
ネットワーク
状況の変化

周辺
ネットワーク
状況の変化



３．交通状況の変化等（１）交通量・所要時間

5

【交通量の推移】

東北中央自動車道（福島～米沢北）の利用交通量は79百台/日～111百台/日。
並行現道は交通量が減少し、東北中央自動車道へ交通量が転換。
東北中央自動車道（福島～米沢北）の全線開通により、福島市から米沢市間の所要時間は16分短縮。

62 

46 

0

20
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80

開通前 開通後

（分）

135 95 

79 
135 

174 

0

100

200

300

H27 R4

①福島JCT～福島大笹生IC
国道13号 東北中央自動車道（百台/日）

16分短縮

米沢八幡原IC

米沢中央IC

米沢北IC

福島大笹生IC

福島JCT

米沢～米沢北
L=9.0km

福島～米沢
L=28.0km

至
会
津

至
新
潟

山形県

福島県

至 郡山

至 新庄

至
相
馬

至
仙
台

道路種別
：評価対象区間
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道
：主要地方道・県道

車線数
：4車線
：2車線

E13

E4

E13

13

４
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113

13
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113
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13

115 114

④

③

②

①
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0
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H27 R4

②福島大笹生IC～米沢八幡原IC
国道13号 東北中央自動車道（百台/日）
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H27 R4

③米沢八幡原IC～米沢中央IC
国道13号 東北中央自動車道

（百台/日）

201 170 

91 
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0
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200
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H27 R4

④米沢中央IC～米沢北IC
国道13号 東北中央自動車道

（百台/日）

【所要時間の変化】
（福島市役所～米沢市役所）

事業完了後５年以内

資料：
開通前…平成27年度全国道路・街路交通情勢

調査(昼間12時間平均速度)
開通後…ETC2.0（R4.10月平日 昼間12時間

平均速度）

資料：【H27】平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
【R4】10月実測値（※）
※12時間交通量にR3実測値昼夜率を掛けて算出



４．事業効果の発現状況（１）現道の渋滞緩和・事故減少

東中道（米沢八幡原～米沢北）の開通により、米沢市内を通過する交通が東中道へ転換し、交通混雑が緩和。
国道13号は、交通量が減少したことにより旅行速度が向上し、主要渋滞箇所の渋滞が解消。また、渋滞解消に伴い追突事故等の交
通事故が減少し、現道の快適性・安全性が向上。

6

関連性の高い３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益
関連SDGｓ

事業完了後５年以内

関連性の高い３便益：交通事故減少便益

E13

▼東中道（米沢八幡原IC～米沢北IC）の状況
至 山形市

至
福
島
市

東
北
中
央
自
動
車
道
（
米
沢
八
幡
原
Ｉ
Ｃ
～
米
沢
北
Ｉ
Ｃ
）

米沢市役所

米沢北IC

米沢八幡原IC

米沢北IC
入口交差点

米沢八幡原IC
入口交差点南米沢

道路種別
：評価対象区間
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道
：主要地方道・県道

車線数

：4車線
：2車線

13

121
13

米沢中央IC

【国道13号】
東中道開通後の

分担率54％

【東中道】
東中道開通後の

分担率46％

A

B

100%

54%

46%
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20%

40%
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80%

100%

開通前 開通後

国道13号 東中道

4 

0 
0

1

2

3

4

5

開通前 開通後

（箇所）

資料：令和元年度第１回
山形県渋滞対策推進協議会資料

▼米沢八幡原IC～米沢北IC 並行現道
（国道13号）の所要時間の変化

▼米沢八幡原IC～米沢北IC 並行現道
（国道13号）の主要渋滞箇所数の変化

令和元年度
主要渋滞箇所を

解除

▼平均交通量※の分担率

19 分

13 分

25 
km/h

36 
km/h

0
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40
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60

0

10

20

30

開通前 開通後

所要時間 速度（分） （km/h）

資料：開通前…平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
(混雑時旅行速度)

開通後…ETC2.0（R4.10月平日）
※ピーク時(7～9時、17～19時)速度で算出

※計算対象区間：断面A・Bの加重平均交通量の分担率

交通量の
約５割が
東中道へ

転換

資料：【H27】平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
【R4】10月実測値（※）
※12時間交通量にR3実測値昼夜率を掛けて算出
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開通前 開通後

その他
右折
出会い頭
追突

（件/3年）

資料：イタルダデータ
開通前…H26-H28  開通後…H30-R2
※開通後、東中道（開通後の米沢八幡原IC～

米沢北IC間）の死傷事故件数は0件

約4割減

▼米沢八幡原IC～米沢北IC 並行現道
（国道13号）の事故類型の変化

：主要渋滞箇所

：DID地区
：交通量観測断面

：主要渋滞箇所（解除箇所）



４．事業効果の発現状況（２）災害時における道路ネットワークの信頼性向上

国道13号の栗子峠には事前通行規制区間が存在し、冬期は急勾配で通行不能車両が発生するなど、交通の支障となっていた。
東中道（福島～米沢北）の開通によりダブルネットワークが形成され、国道13号通行止め時も広域迂回の回避が可能となった。
峠部のトンネル整備により現道急勾配箇所における冬期の立ち往生が大幅に減少し、気象の影響を受けにくい安全・安心な交通環境を
確保。

関連SDGｓ関連性の高い３便益：
走行時間短縮便益、
走行経費減少便益

事業完了後５年以内
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開通前 開通後

（件/年）

急勾配（5％超）
急カーブ（R150未満）

東北中央自動車道 栗子トンネル

7

【沿線企業の声】
■福島市～米沢市間の通行止めにより工場間の輸送や通勤・帰宅に広

域迂回をすることが大きく減少した。
■開通後はトラックの運転も楽になり、カーブ等での荷崩れも無くなった。

（R4.10ヒアリング結果）

▼国道13号（栗子峠）の状況 ▼福島～米沢間のスタック発生件数
（国道13号）

▼国道13号通行止め時の迂回状況

▼大型車両等の立ち往生発生状況

大幅に
減少

福島
JCT

福島
大笹生IC

米沢八幡原IC

米沢中央IC

米沢北IC

E4

E13

事前通行規制区間
連続雨量180ｍｍ以上

降雪時風速16ｍ/ｓ以上

栗子トンネル L=8,972ｍ

東北中央自動車道
（福島大笹生IC～米沢北IC）

13

13

福島
飯坂IC

①

（事前通行規制の要件）
◆連続雨量180mm
◆降雪時に概ね風速16m/sで視界が

阻害され道路交通が不能になる事態
が予想される場合

通行支障箇所凡例
急カーブ（R150未満）
急勾配（5%超）
トンネル
事前通行規制区間

①

※国道13号：福島飯坂IC～米沢八幡原IC並行区間
資料：福島・山形河川国道事務所提供資料

開通前…H26-H28年度の年平均件数
開通後…R1-R3年度の年平均件数

資料：ETC2.0（R4.10月平日 昼間12時間平均速度）

トンネル整備により急カーブ・急勾配を回避

E13

13

４

E4

113
山形県

福島県

宮城県

福島市

米沢市

開通前 迂回路ルート 128分

東北中央道ルート 46分

国道13号ルート 58分

ダブルネットワークを形成



４．事業効果の発現状況（３）高次救急医療の支援 事業完了後５年以内 関連SDGｓ

山形県置賜地域の病院では、より高度な医療が必要な場合には村山地域や県外（宮城県・福島県）の病院へ転院搬送。
東中道（福島～米沢北）の開通により、仙台市への搬送におけるドッキングポイントである福島飯坂ICや各病院までの搬送時間が短縮。
東中道（福島～米沢北）の開通により、搬送時の横揺れによる嘔吐や血圧上昇、急勾配での血管への負担を抑え、症状悪化を抑制。

▼東中道を利用した救急搬送事例 加速度(横揺れ)による
人体への影響
左右加速度が±0.15Gを超過する
と、最高血圧の変動量が
10mmHgを超過する傾向が強く、
患者の安静度に影響を与える

参考文献：地域の医療を支援する道路構造の
分析・評価（第27回日本道路会議）

▼置賜地域（米沢市役所）からの管外搬送の所要時間の変化

55 47 

72 

38 33 
51 

0

20

40

60

80

山形大学医学部
附属病院

福島飯坂IC 福島県立医科
大学附属病院

（分） 開通前（H27） 開通後（R4）

公立置賜
総合病院

福島県立医科
大学附属病院

山形県

福島県

E13
山形大学医学部
附属病院

山形県立中央病院

13

13

４

E4

E4

E48

宮城県・福島県へ
20件搬送※

村山地域へ
190件搬送※ 宮城県

三友堂病院

E13

米沢～米沢北
L=9.0km

福島～米沢
L=28.0km

米沢市立病院

置賜地域

村山地域

▼東中道と国道13号の左右加速度
道路種別

：評価対象区間
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道
：主要地方道・県道

車線数
：4車線 ：2車線

救急医療機関
：第3次

救急医療機関
：第2次

救急医療機関

8

米沢八幡原IC

米沢中央IC

米沢北IC

福島大笹生IC

福島JCT

米沢～米沢北
L=9.0km

福島～米沢
L=28.0km

（仙台厚生病院ドクターカーとドッキング）

E4

13

山形県

福島県

E13

13

福島
飯坂IC

E13

資料：ETC2.0データ(R3.10) ※ETC2.0がデータを蓄積する閾値は、左右加速度が±0.25G
以上

※100ｍ区間の最大加速度を表示

（G）

国
道
13
号

東
北
中
央
道

福島飯坂IC
仙台厚生病院
ドクターカーとの
ドッキングポイント

※開通後
(H29.11.4)以降に
東中道(福島～米
沢北)を利用して搬
送した件数

下り坂では
脳への血流が増え

患者の負担増

資料：開通前…平成27年度全国道路・街路交通情勢調査(昼間12時間平均速度）
開通後…ETC2.0データ(R4.10平日 昼間12時間平均速度)

至 米沢市

至 福島市
R4.10.27（木）撮影

写真①

13

【救急活動従事者の声】
■置賜地域での対応が難しいより高度な医療を要す

る場合は管外へ転院搬送している。
■山形・福島県境の国道13号（栗子峠）では、急

カーブ・急勾配の連続で、患者の症状悪化を防ぐ
ために40㎞/h程度ののろのろ運転で搬送せざるを
得なかったが、東中道の開通により搬送時間が大
幅に短縮した。

■横揺れは嘔吐や血圧上昇を誘発し、加減速や上
り坂・下り坂では重力により血管に負担がかかって
いた。平坦で真っすぐな東中道を走行できるように
なり、血管が裂けてしまう大動脈解離などの防止に
繋がっている。

（R4.10ヒアリング結果）

【写真①】

国道13号は
カーブが連続

上り坂では
足への血流が増え

患者の負担増

搬送時の
安静を確保

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0
-1.0
1.0

▼上下急勾配区間における患者への負担のイメージ

0.15▶

-0.15▶

0.15▶

-0.15▶

米沢市役所

仙台厚生病院



４．事業効果の発現状況（４）観光振興の支援・交流人口の拡大

東中道（福島～米沢北）の開通により福島市～米沢市間の所要時間が短縮し、休日の福島・山形県境を行き来する交通が増加。
東中道（福島～米沢北）の開通により、道の駅米沢・道の駅ふくしまが整備され、道の駅米沢では開業約５年で来場者数800万人を
突破、道の駅ふくしまでは開業約５ヶ月で来場者数100万人を突破し、両地域の交流人口が拡大。

事業完了後５年以内 関連SDGｓ
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3,156 
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3,711 
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1,000

2,000

3,000

4,000
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2,965 
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1,000

2,000

3,000

4,000

開通前 開通後

（台/6h）

9

▼福島市・米沢市の主な観光施設

【福島市観光交流推進室の声】
■福島大笹生IC付近の「道の駅ふくしま」やフルーツライン沿線地区では、山形ナン

バーの車を多く見かける。
■米沢市と連携した旅行商品の造成等や、道の駅の周遊を目的としたスタンプラリー

を福島圏域9市町村+米沢市で実施するなど、福島市～米沢市が連携し交流を
促進する取組みを実施している。

（R4.10ヒアリング結果）

▼道の駅「米沢」の累計来訪者数
(H30.4～R4.10)

▼福島～米沢の休日交通量

【福島→米沢】 【米沢→福島】
国道13号 東中道

約1.7倍 約1.7倍

▼道の駅「福島」の累計来訪者数
(R4.4～R4.10)

【米沢市観光課の声】
■東中道の開通に合わせ道の駅米沢を開業し、多くの観光客が訪れている。
■道の駅に立寄った後に置賜地域全域へ周遊して頂けるように、県や置賜2市5町と連携

し、様々な施策を展開している。
■開通をきっかけに県境を越えた観光面での連携が可能となり、福島市と連携した旅行商

品の造成などの取組みも行っている。
（R4.11ヒアリング結果）

山 形 県

福島市

米沢市

道の駅
米沢

道の駅 伊達の郷
りょうぜん

道の駅 国見
あつかしの郷

道の駅 つちゆ

道の駅 安達

道の駅 たかはた

道の駅
田沢

道の駅米沢
・平成30年4月オープン
・令和５年１月時点で来訪者800万人を突破

道の駅ふくしま
・令和4年4月オープン
・令和4年9月時点で来訪者100万人を突破

道の駅 福島

交流が拡大

E13
E4

121

13

13

４

115

114
４

115

道路種別
：評価対象区間
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道
：主要地方道・県道

車線数

：4車線
：2車線

福 島 県

：東中道沿線

：その他

※国道13号：栗子トラカン 東北中央道：東中央栗子トラカン
出典：トラカンデータ（9時～15時） 開通前…H29.10 開通後…R4.10
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出典：福島市出典：米沢市
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L=9.0km
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R5/1/22
800万人



【福島おおざそうインター工業団地】
・福島大笹生インターチェンジに直結した工業団地
として整備

・6区画中5区画が分譲済み、3企業が操業
（R4.10時点）

４．事業効果の発現状況（５）新規企業立地・雇用創出による地域経済の活性化

東中道（福島～米沢北）の開通を契機に、沿線地域では新たな工業団地の造成や積極的な企業誘致が推進。
沿線地域では工場新増設件数や設備投資額が増加し、地域の雇用も促進。
沿線に新規立地した企業では、東北自動車道へのアクセス性向上により取引先を拡大するなど、地域産業の活発化に寄与。

10

40 
27 

0

20

40

60

開通前 開通後

【米沢市商工課企業立地推進室の声】
■東中道が繋がったことで、関東や東北

地方の各都市へのアクセスが向上し、
大きなアピールポイントとなっている。

■山形道・東北道とあわせて米沢～福
島～仙台～山形の各都市間で高速
道の環状ネットワークが構築されること
で災害時等にアクセス確保が可能とな
る点は企業誘致においても強みとなる。

（R4.10ヒアリング結果）

▼八幡原工業団地⇔東北自動車道
所要時間の変化

▼沿線工業団地内 従業者数

3,684 3,812 3,384 3,528 3,693 3,697 3,729 3,789 3,996 3,955 4,308 

226 372 388 477 507 502 639 760 1,083 1,345 1,467 
41 

3,910 4,184 3,772 4,005 4,200 4,199 4,368 4,549 5,079 5,300 5,816 
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4,000
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8,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

米沢八幡原中核工業団地
オフィス・アルカディア
福島おおざそうインター工業団地

（人）
福島大笹生-米沢北

H29.11開通

▼沿線立地企業の東中道を利用した輸送例

（分）

出典：開通前…平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
昼間12時間平均旅行速度より算出
※米沢八幡原工業団地～福島飯坂IC間を算出

開通後…ETC2.0データ(R4.10平日 昼間12時間平均速度)
※米沢八幡原工業団地～福島JCT間を算出

▼福島市・米沢市の工場新増設件数（累計）の推移
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出典：工場立地動向調査

（件）

新
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件
数

設
備
投
資
額

（億円）
：新増設件数（米沢市）
：新増設件数（福島市北西部※）
：設備投資額

※福島市北西部：JR東北本線より西側、国道115号より北側（沿線含む）を対象

福島大笹生-米沢北
H29.11開通

事業完了後
５年以内

関連SDGｓ

【米沢八幡原中核工業団地】
・東中道（福島～米沢北）の開通により仙台・東京ま
で高速道路で直結した工業団地

・分譲率は100％、 72企業が操業（R4.10時点）

13

４

399

399

121

山形県米沢市
やまが た けん よねざわし

福島県福島市
ふ く し ま け ん ふ く し ま し

米沢～米沢北
L=9.0km

よ ね ざ わ よ ね ざ わき た
福島～米沢
L=28.0km

ふ く し ま よ ね ざ わ

福島大笹生IC
ふ く し ま お お ざ そ う

米沢八幡原IC
よ ね ざ わ は ち ま ん ぱ ら

米沢中央IC
よねざわちゅうおう

米沢北IC
よ ね ざ わ き た

開通前ルート
開通後ルート

道路種別
：評価対象区間
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道
：主要地方道・県道

車線数
：4車線
：2車線

：工業団地

工場新増設申請年

H23～H24

H25～H26
H27～H28
H29～H30

R1～R2
R3

米沢八幡原中核
工業団地

米沢オフィス
・アルカディア

【米沢市立地企業】
岩手・宮城・関東方面との取引に

往復2～4台/日利用
開通後、岩手・宮城方面との

取引先拡大

福島JCT
ふくしま

福島おおざそう
インター工業団地

増加傾向

E13

米沢八幡原IC

米沢八幡原中核工業団地

出典：米沢市商工課、福島市企業立地課

米沢市立地企業
の輸送ルート例

E13

福島大笹生IC

道の駅ふくしま

福島おおざそう
インター工業団地

13分短縮



５．コスト縮減への取り組み内容

11

◆東北中央自動車道（福島～米沢）のコスト縮減額（全体事業費1,549億円→1,403億円） 減9%（減146億円）

項 目 減額(億円) 概 要

①トンネル地山等級の精査 ８９
地質調査を踏まえＤ区分が主体的であったが、施工時に比較的堅固な地山状況が確認さ
れ、大半がＣ区分に変更

②残土搬入先の変更 ５７
残土搬入先を福島市大笹生の土置き場に計画していたが、事業区間隣接地に土置き場が
確保できたため、運搬先を変更

【①トンネル地山等級の精査】
当初計画

事前調査により、トンネル地山等級を設定
（Ｄ区分が主体的）

変更計画

施工後の地山等級の精査
（Ｄ区分→Ｃ区分）

項 目 数 量 見 直 し 変 動

①トンネル地山等級の精査

【ＤⅠ全長 7,165mのうち】
ＤⅠ 4,122m→ ＣⅡ 3,364m

→  ＣⅠ 758m
(栗子トンネル他トンネル：全長：13,799m)

８９億円

②残土搬入先の変更
土砂運搬距離
30ｋｍ→7ｋｍ
（残土量 150万m3）

５７億円

花崗岩 流紋岩

石英安山岩
火山礫
凝灰岩

石英安山岩
火山礫凝灰岩

砂岩･礫岩

火山礫
凝灰岩栗子トンネル（8,972m）

DⅢ DⅠ ＣⅡ ＣⅠ

▼トンネル地山等級の精査

変更前

変更後

事業完了後５年以内



６．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

１０．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

９．今後の事後評価及び改善措置の必要性

８．社会経済情勢の変化

７．事業実施による環境の変化

資料１及び資料４参照

評価対象区間については、工事の実施及び完成後も環境への影響は確認されていない。

事業の目的に対する効果を概ね発現しており、現時点では今後の事後評価及び改善措置の必要性はない。

当該事業の整備目的について効果発現を確認できており、事業評価手法の見直しの必要性はない。

○高規格幹線道路の整備状況
・東北中央自動車道（福島～横手）
平成26年11月 尾花沢新庄道路（尾花沢IC～野黒沢IC 延長4.0 ㎞）開通
平成28年11月 院内道路（（仮）上院内IC～（仮）下院内IC 延長3.0㎞）開通
平成30年 4月 大石田村山IC～尾花沢IC （延長5.3㎞）開通
平成31年 3月 東根IC～東根北IC （延長4.3㎞）開通
平成31年 4月 南陽高畠IC～山形上山IC （延長24.4㎞）開通
令和 3年12月 村山本飯田IC～大石田村山IC （延長4.5㎞）開通
令和 4年10月 東根北IC～村山本飯田IC （延長8.9㎞）開通
令和 4年11月 泉田道路（新庄鮭川IC～新庄真室川IC 延長8.2㎞）開通
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